
 

 

それでは広報・IR 部 富山から資料に沿って概要をご説明いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

まず 2 ページは第 3 四半期のトピック紹介です。 

1 つ目は米国のカイロ工場の拡張建設を 10 月に開始いたしました。 

米国で高まるカイロ需要に応えるために建設するもので、2040 年までの需要予測に対応し、自動化・省人化も

同時に図ります。 

左下、2 つ目は命の母。今年 9 月に発売開始 120 周年を迎え、10 月よりキャンペーンを実施しております。 

右下、3 つ目はケアナボン。昨年テスト販売を実施しておりましたが、そこでも既に SNS で話題になり、満を 

持して今年秋に全国発売した期待の新製品でして、おかげさまで好調に出荷が進んでおります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

3 ページをお願いします。 

第 3 四半期までの累計の業績サマリーです。 

まずは、国内事業ですが、+11 億、トータル 1.3%の増収となりました。 

内訳ですが、インバウンドの需要が増加し、+49 億となりました。 

また、今年発売した新製品も貢献し、+29 億となりました。資料に記載の新製品は、左から消臭元サボン、ケア

ナボン、コエキュアですが、店頭での消化がすでに目標を上回っているなど順調に推移しております。 

一方、既存品は芳香消臭剤をはじめとした日用品が苦戦しており、－60 億、通販も苦戦が続いております。 

続いて国際事業です。 

 

国際は円安の貢献もあり+36 億で 15％の増収となりました。 

国・地域別に見ますと、米国はカイロと医薬品が好調で 11 億の増収。 

中国大陸は暖冬の影響でカイロが苦戦しましたが、熱さまシートや医薬品がそのマイナスをカバーし 6 億の増

収。香港は、内需が好調なのに加え、中国大陸からのインバウンド需要も貢献し７億の増収。 

東南アジアは熱さまシートやアンメルツが各国で順調に伸び、こちらも７億の増収となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

それでは 4 ページをご覧ください。こちらが第 3 四半期の連結業績でして、増収増益を達成しております。 

表の赤で囲っている部分が 2023 年の数字で、そのうち左側の 3 列が 3Q 単独の数字、右側 3 列が 3Q までの累

計の数字を記載しております。 

まず、売上高は、1,191 億円で、対前年で+49 億、4.2％の増収となりました。ほぼ想定通りですが、この 1,191

億というのは、ここ 10 年で最も高くなりました。 

利益はのちほど説明いたしますが、原材料値上がりの影響を受けつつも、売上総利益、営業利益ともに増益で、

こちらは想定より良い結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

5 ページをご覧ください。連結の営業利益の増減要因となります。 

グラフの左側、赤色の丸囲みの部分をご覧ください。 

左から増収の影響で+34 億、コストダウン効果で+10 億、それらに加えて、在庫増の影響、これは操業の影響で

すが、こちらで+8 億の利益が出ております。 

増収の 34 億円のところに吹き出しで記載しておりますのは、値上げの影響でして、今年は春と秋に合わせて約

200 品目の製品値上げを実施しましたが、この 3Q までの影響額は+11 億円となっており、これを含めて、増収

34 億となっております。 

グラフの真ん中あたりの赤色の丸囲みの部分は広告宣伝費ですが、こちらは主に国際事業で想定よりも使えなか

ったこともあり、プラスに働きましたが、今後、今期・来期のトップライン成長に向けて 4Q に積極投下する予

定です。 

一番右端は為替の影響ですが、こちらはトータルで 3 億のプラスとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

続いて 6 ページをご覧ください。 

国内事業のカテゴリー別の業績になります。 

表の１行目、ヘルスケアはインバウンドの貢献が大きく増収。３行目のカイロも期初 1Q の気温が下がった影響

で増収しております。 

一方で、２行目の日用品は、芳香消臭剤を中心に上期苦戦したこともあって、トータルでは減収となりました。 

ただし、3Q 単独では市場環境も良くなり、新製品のプラスオンもあって日用品も増収に転じました。 

通販は苦戦が続いておりますが、国内事業トータルでは増収となりました。 

営業利益は、原材料値上がりの一部を製品値上げでカバーするも、人件費や研究開発費の増加などの影響で減益

となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

7 ページをご覧ください。 

国内事業のインバウンド需要についてです。 

インバウンドは、訪日客の増加に伴って、順調に回復しており、トータルでみますと、コロナ前の７割弱にまで、 

回復しております。 

ちなみに、3Q だけ見るとコロナ前の 9 割ほどまで回復してきております。 

コロナ前にはインバウンド売上の 6～7 割を占めていた中国からの観光客については、直近は 3 割程度とまだ本

格的に戻ってきていない中で、9 割まで回復してきていることをみると、コロナ禍で弊社製品の認知が高まり、

さらには円安の影響もあって多くの訪日客に購入いただいていると思われます。 

今後、中国の観光客が本格的に戻ってくれば、まだまだ伸びる余地はあると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

8 ページをご覧ください。 

国際事業の地域別の業績です。 

各国とも、為替の影響を除いても増収となっております。 

それに伴い、営業利益も順調に伸びております。これは、一部、広告費を使い切ることができなかった地域もあ

り、想定以上に伸びる結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

9 ページをお願いします。 

ここからは、国、地域別、品目別に売上高を見てまいります。 

まずは米国です。 

カイロは１Q 暖冬の影響で苦戦しましたが、為替の影響と、新製品や値上げの効果等により 3Q の出荷は好調に

推移しております。 

また、医薬品は昨年発生した Alva の原材料供給問題の反動もあり増収しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

10 ページをご覧ください。 

中国大陸です。 

カイロは 1Q の暖冬の影響で苦戦しております。 

熱さまシートはコロナの他、インフルの拡大もあって増収。その他はアンメルツが好調に推移して増収となりま

した。 

中国大陸は、全体的に見て、売上は弱かったとみています。 

処理水の問題で、予定しておりましたライブコマースができないなど、広告費を使えなかったこともあって、 

利益は出ております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

11 ページをご覧ください。 

東南アジアの状況です。 

東南アジアは好調に推移しており、医薬品と熱さまシートは供給不足の影響を受けつつも、新製品や配荷店舗拡

大によって順調に売上を伸ばし、増収となりました。 

その他の品目は、1Q の台湾地域での暖冬の影響でカイロが苦戦しましたが、メガネクリーナや他の日用品が好

調で前年並となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

12 ページです。 

通期の見通しです。 

通期は、国内消費のマイナスをインバウンドがカバーすることで、トータルでは公表数値通りの達成を目指しま

す。 

国内は足元の 10 月が好調に推移しておりますので、売上はもう少し上に行く可能性はあると思います。 

今後、４Q で広告費をはじめ、成長投資に回し、利益は公表数値通りを目指します。 

広告費はコロナ禍で大きく減らしてきましたが、それが今年、特に前半の国内既存品の弱さにつながりました。 

インバウンドを除いて、3％の安定成長が見込めるまでは、広告費は効率も意識しながら積極的に増やしていき

たいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

13 ページをご覧ください。 

先日、10 月 6 日に発表いたしました、米国のフォーカスコンシューマーヘルスケア社の M＆A についてです。 

米国は、売上の 6 割をカイロが占め、順調に売上を伸ばしておりますが、カイロは気温に左右される面もあるた

め、カイロに次ぐ第 2 の事業の柱として、OTC 医薬品をはじめとしたヘルスケア事業の拡大を進めており、2020

年には Alva 社を買収し、OTC 医薬品の基盤を強化してまいりました。 

そして今年 10 月、サプリメント事業のプラットフォームの獲得と、OTC 医薬品の更なるニッチブランドの獲得

のため、Focus 社を買収しました。 

小林製薬は、これまで日本ではサプリメントを販売し、機能性表示食品を中心に好調に推移していますが、米国

ではまだサプリメントを展開できておりませんでした。 

今後は Focus 社の既存ブランドを伸ばすのはもちろん、日本で培った処方のノウハウや、機能性素材を Focus 社

のニッチブランドにプラスすることで新製品を投入し、2030 年には米国全体で売上高 340 億円、うちヘルスケ

ア関連で 160 億円の売上を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

最後に、本日 16 時に発表いたしました、「自己株式の取得」に関して、説明いたします。 

冒頭、上之原よりお知らせいたしましたとおり、今までご説明してきました資料とは別に、追加資料としてホー

ムページに掲載しておりますので、まだ資料がお手元にない方はダウンロードをしていただきますようお願い 

いたします。 

 

それでは、説明いたします。 

今回、120 億円分の自己株式の取得について、発表いたしました。 

昨年と同様、明日朝に 120 億円分の自己株式を一括取得する「コミットメント型自己株式取得」という方法で実

施いたします。 

この手法は昨年も実施しておりますのでご存じの方もいらっしゃるかと思いますし、詳細はリリース文に記載し

ておりますので、そちらをご覧いただければと思います。 

簡単に申し上げますと、まず野村證券様が市場からあらかじめ 120 億円分の弊社の株式を借りておき、それを

明日朝の時間外取引で弊社が一括取得するというものです。従来の株式取得のやり方では、取得枠の上限まで買

い付けられないまま終了するケースが見受けられましたが、この手法は、設定枠を確実に短期間で買い切ること

ができるというメリットがございます。 

 

小林製薬は今後も連続増配を基調とした株主還元策を強化し、自己株取得についても ROE を意識しながら機動

的に実施してまいります。 

 

以上で説明を終わります。 

ありがとうございました。 

 


